




Œuvre de ta?tonnement.Clef tourne?e dans une serrure.
（暗中模索の作品。鍵が錠前の中で回った。）






筆者は大学院修士課程において、歌曲集?ある日ある夜 Tel jour telle nuit?を研究したことをきっかけに、
エリュアールの詩に作曲したプーランクの歌曲作品に興味を持った。無論、他の詩人の詩に作曲した作品にも惹
かれ、学んでいたのだが、どうにもエリュアールが紡ぎ出す言葉とプーランクの限りなく美しい音楽にすっかり








































すほどであった。そして、サティはプーランクのピアノ曲?三つの無窮動 Trois mouvements perpe?tuels?（1918）


























ル Joseph-Maurice Ravel（1875-1937）や、カロル・マチエイ・シマノフスキ Karol Maciej Szymanowski






















（1871-1945）、ギョーム・アポリネール Guillaume Apollinaire（1880-1918）、レオン＝ポール・ファルグ Le?on-
Paul Fargue（1876-1947）など、多くの作家や詩人が訪れていた。プーランクは、このオデオン通りで、アンド






1935 歌曲集?五つの詩 Cinq Poe?mes?（全５曲）
1937 歌曲集?ある日ある夜 Tel jour telle nuit?（全９曲）
1938 歌曲集?燃える鏡 Miroirs bru?lants?（全２曲）
1938 ?この優しい小さな顔 Ce doux petit visage>
1947 ?…しかし滅びる …Mais mourir>
1947 ?手は心の意のままに Main domine?e par le cœur>
1950 歌曲集?冷気と火 La fraı?cheur et le feu?（全７曲）
1956 歌曲集?画家の仕事 Le travail du peintre?（全７曲）
1958 ?磁器の歌 Une chanson de porcelaine>
【合唱作品】
1936 ?７つの歌 Sept chansons?（全７曲） ※第１曲と第６曲は G.アポリネールの詩による
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1943 カンタータ?人間の顔 Figure humaine?（全８曲）












Pablo Picasso（1881-1973）、フアン・グリス Juan Gris（1887-1927）、ジョルジュ・ブラック George Braque
（1882-1963）、マリー・ローランサン Marie Laurencin（1885-1956）、モディリアーニなどの画家とも出会って
おり、青少年期には既に画家の存在が身近であったと言えよう。プーランクは本当に絵画が好きであったようで、




































































(歌曲集?カリグラム Calligrammes?（1948）の第５曲?追われる美女 La gra?ce exile?e>や、歌曲集?冷気と




２曲?おまえはこんな風 C’est ainsi que tu es>の前奏は、曲の途中にある指示「愛情をこめてメランコリック

















結局、この歌曲集は?パブロ・ピカソ Pablo Picasso>、?マルク・シャガール Marc Chagall>、?ジョルジュ・
























Entoure ce citron de blanc d’œuf informe
 
Enrobe ce blanc d’œuf d’un azur souple et fin
 
La ligne droite et noire a beau venir de toi
 
L’aube est derrie?re ton tableau
 
Et des murs innombrables croulent
 
Derrie?re ton tableau et toi l’œil fixe
 
Comme un aveugle comme un fou
 
Tu dresses une haute e?pe?e dans le vide
 
Une main pourquoi pas une seconde main
 
Et pourquoi pas la bouche nue comme une plume
 
Pourquoi pas un sourire et pourquoi pas des larmes
 
Tout au bord de la toile ou?jouent les petits clous
 
Voici le jour d’autrui laisse aux ombres leur chance
 





















る。『途絶えざる詩』の前にも既に、詩集『苦悩の首都 Capitale de la douleur』（1926）において、「パブロ・ピ
カソ Pablo Picasso」と題した詩を掲載している。
その他にも、詩集『豊かな眼 Les yeux fertiles』（1936）においては、ピカソによるエリュアールの肖像のデッ
サンが巻頭を飾り、「パブロ・ピカソへ A Pablo Picasso」と題された詩が掲載されている。エリュアールとピ
カソとの出会いの喜びに満ちている詩である（プーランクはこの詩にも作曲している。歌曲集?ある日ある夜 Tel
 
jour telle nuit?の第１曲?良い日に Bonne journe?e>）。
この1936年という年は、ピカソ巡回展に際し、エリュアールがスペインの各地へ講演に赴いた年である。『豊か





















の『見せる Donner a?voir』（1939）の中で、「A partir de Picasso,les mur s’croulent.」（ピカソから、壁は崩
れる。）と書いていることから、詩の２連目はまさにピカソの生命力溢れる姿と彼に対する称賛であるように感じ
られる。そのようなピカソを取り囲むかのように、様々な色（citron、blanc、azur）や、様々な物体（murs innombra-
bles qui croulent、e?pe?e、main、bouche nue comme une plume、toile、petit clous）、相反するような存在（La
 



























なっている。“Et des murs innombrables”の pからのクレシェンドが聴き手に期待感を与え、その八分休符の


















そして“A noter,avant la fin,le blanc vocal devant le mot ≪renonce≫ qui,dans mon esprit,souligne le
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